
様式第１２号（第４０条関係）

指定騒音施設設置（使用）

                     届出書 

指定騒音作業開始（実施）

令和〇〇年△△月□□日 

（あて先）

川 口 市 長

  届出者

 （電話番号                ）

         指定騒音施設の設置
      第５２条第２項の規定により、指定騒音作業の開始
     埼玉県生活環境保全条例                              について、  

   第５３条第２項の規定により、指定騒音施設の使用
         指定騒音作業の実施
 次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場

の 名 称
□□金属加工株式会社 △△工場 ※ 整 理 番 号

工場又は事業場

の 所 在 地
川口市○○－△△－□□ ※ 受理年月日 年  月  日 

工場又は事業場

の 事 業 内 容

事業所の日本標準産業分類の 

分類項目 

E24 金属製品製造業
※ 施 設 番 号

常 時使 用 す る

従 業 員 数

役員を除く法人等の全従業員数(直接
の雇用関係のﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ等の労働者を含
む) 

○○人

※ 審 査 結 果

指 定騒 音 施 設

(指定騒音作業)

の種類、型式、

公称能力、数、

使用開始･終了

時刻及び騒音の

防 止 の 方 法

別紙のとおり。 ※ 備 考

備考 １ ※印の欄には、記載しないこと。

   ２ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ４とする

こと。

氏名又は名称及び住所

並びに法人にあっては

その代表者の氏名

○○県○○市○○－△△－△△ 

□□金属加工  株式会社 

代表取締役 □□ ○○ 

○○○－△△△－□□□□

記入例



別紙
指定騒音施設（指定騒音作業）の種類、型式、公称能力、数、

使 用 開 始 ・ 終 了 時 刻 及 び 騒 音 の 防 止 の 方 法

工 場 又 は 事 業 場

に お け る 施 設 番 号
No.1  

指定騒音施設（指定

騒 音 作 業 ） の 種 類
ホ シェイクアウトマシン 

２ 業としてハンドグラインダーを

使用する作業 

設 置 年 月 日 年  月  日 年  月  日

工事開始予定年月日 令和○○年 △月 □日 年  月  日

使用開始予定年月日 令和○○年 △月□□日 令和○○年 △月□□日

型 式 及 び 公 称 能 力 ○○社製 ○○－○○○ □□kW □□社製 □□□ ○○kW他 

施 設 数 1 ３ 

使 用 開 始 時 刻 ８時 ００分 ８時 ００分 

使 用 終 了 時 刻 ２０時 ００分 ２０時 ００分 

騒 音 の 防 止 の 方 法

・敷地境界線から○○ｃｍ以上 

距離を確保する。 

・シェイクアウトマシン使用時は

シャッターを閉めて作業する。 

・石膏ボード、グラスウールにより

建物全体を防音する。 

・ハンドグラインダーの使用時は 

シャッターを閉めて作業する。 

備考 １ 「指定騒音施設（指定騒音作業）の種類」の欄には、埼玉県生活環境保全条例別表第２第５

号又は別表第３に掲げる区分（細分を含む。）及び名称を記載すること。

２ 設置の届出の場合には「工事開始予定年月日」及び「使用開始予定年月日」の欄に、使用の

届出の場合には「設置年月日」の欄に、それぞれ記載すること。

３ 「騒音の防止の方法」の欄の記載については、消音器の設置、音源室内の防音措置、遮音塀

の設置等騒音の防止に関して講じようとする措置の概要を明らかにするとともに、できる限り

図面、表等を利用すること。

記入例



記入例

敷地境界と周辺環境（施設周辺の建物の用途）を明記



指定騒音施設等の配置図

ハンドグラインダー
使用場所

No.1

シェイクアウトマシン
○○社製　
○○－○○○
□□kW


